
山行ＮＯ,322 2020,12,26  菅野盛里線検証                 出来てしまえば・・ 

アプローチ：今回でこの検証も最後です。今まで長々とお付き合い下さってありがとうございました。 

そこで曽雌からのアプローチをあらためて。 

大月からR139 を禾生方面へ。禾生駅前、禾生第一小前の信号を左折 R35 に進入し約 6.5ｋｍ、以前民宿やすら園

の看板があったところを右に車を乗り入れます。これが林道盛里線です。やすら園手前で舗装が切れてダートに

なります。これを過ぎるとすぐに小川（大旅沢）の川床に玉石が敷いてあるところ（画像下左、以前は大型ダン

プが行き来していた鉄板の橋があった）を車で渡渉します。川床に下りるさい、先が見えないのでいったん下車

して状況を確認することをお勧めします。ここから先、林道の状況は非常にタイトな悪路になります。車高の低

いセダンは乗り入れない方が無難でしょう。大旅沢の手前と、車で渡渉した左側に P スペースがあります。 

その場合 30 分以上、よけいに林道歩きをすることになりますが。林道猿焼線を右に見送りガタゴトなおも前進、

車で渡渉した地点から 2ｋｍ程でしょうか、林道の真ん中に「車両通行止め？」の立て看板が立つ広い P スペー

ス（画像右の右）がある

のでここに駐車。本当の

通行止めゲートまではこ

こから 15 分程。 

 

 

 

右 2 枚 16.04.16 撮影 

 

5/12 コースタイム：Ｐスペース9：00⇒9：17茅野橋・ゲート前⇒9：27林道ヘアピンカーブ市の沢入口⇒9：39

最後の堰堤、経路行き止まり林道ショートカット尾根取り付き⇒10：09 菅野盛里線 10：19⇒10：56 今倉山北尾

根切断地点 

 

山行前夜：昨年12月 27日、北尾根直前まで迫っていた開削。それからちょうど一年。今回は間違いなく尾根は

切断されていることでしょう。猿焼山に登ったことがきっかけでこの開削工事が気になり、今は亡き相棒達と通

い始めたのはもう10年も前のこと。何回退屈な林道歩きに出かけてきたことでしょう。それも明日で終わりにな

りそうです。 

ホッとするやら寂しいやら、見たいような見たくないような・・・ちょっと複雑な心持の山行前夜は富士急のガ

タゴト走る音がうるさい都留市のビジネスホテルです。 

【コースガイド？顛末記！】 

Ｐスペース9：00 

この Pスペース、何回車を止めたか覚えていませんが、 

これで当分来ることはないでしょう。 

気温 1度、GPSが衛星を受信するのを待って出発 

 

 

 

振り返って撮影 



9：17茅野橋・ゲート前 

通行止めの立て看板から先も車が通れない林道ではありませんが、

倒木、落石が散らばり危険です 

 

 

 

 

 

藪山徘徊老人さんが辿ったルートは茅野橋を渡り

きったら画像上赤矢印方向へ下りていくと画像右、 

丸木橋が発見できます。丸太が腐っていますから

お気をつけて。もっとも橋に乗らず渡渉してもわ

けありませんが。 

ここからエビラ沢の頭に続く尾根が始まりますが、

取り付きは急ですよ。 

藪山徘徊老人さん：s-ok さんからご同輩とお聞きしましたがそのロングルート、お見事です！ 

9：27林道ヘアピンカーブ市の沢入口 

ここから市の沢左岸沿いに進み、最後の堰堤の手前で右岸に渡りま

す。 

堰堤手前で大石散乱するゴーロになります。浮石、苔でヌルヌルの

石に気を付けて。 

 

 

 

 

9：39最後の堰堤、経路行き止まり林道ショートカット尾根取付き 

右岸にわたると幅広い経路が現れますがすぐに行き止まります。 

ここから左に突き上げる踏み跡のない急尾根に取り付くのですが、

急なうえグズグズ。ひと

汗かいてください。 

画像左を直登します。 

あっちこっちガタが来て

いる元登山隊長、３０分

もかかっていますがこの

掲示板御常連なら半分もかからないかもしれませんね。 

そのまま市の沢を遡る場合はこの堰堤の右をよじ登ります。 



10：09 菅野盛里線10：19 

大汗かいて林道到着。 

地元猟師から教えてもらったこのルート、ここ

を辿らずまともに林道を歩けば１時間以上登り

林道を歩かなければなりません。 

目印にガードレールに丸太を立てておきました

がいつまであることやら。 

一息入れ汗がひいたら切断地点に向け出発です。 

舗装林道をガコガコ歩きます。関節炎を患って

しまった爪先が痛い。爪先が曲がりにくい硬い

靴を履いてきたのですが・・辛い！ 

 

10：56 今倉山北尾根切断地点 

嗚呼！とうとう・・・ 

はて、画像右が今倉山方向、下がパラジマの頭方

向ですが・・・なんて平和な光景なんでしょう。 

開削が終わり出来あがってしまえばそんなものな

のでしょう。 

こんな山奥感いっぱいのエリヤも林道が通じてしま

えばその雰囲気は一変し、ごく当たり前の風景とし

て受け入れることができてしまうのが不思議です。 

今倉山から二十六夜山の尾根だってこの林道によっ

て断ち切られているのに、今は誰もそれに違和感を

唱える者はいません。もしかすると林道工事に批判

的な見方もこのエリヤを自分だけのものにしておきたいという好事家たちの身勝手かもしれませんね。しかし手

付かずの自然に一筋の傷をつけてしまったことも確かなことのようです。この功罪はいずれ近い将来、明らかに

なるのでしょう。 

こうなったからにはおおいにこの林道、活用されてほしいものです。今倉山から北尾根経由、月待の湯。今はも

う体力的に通しでは歩けない老ハイカーにもこの地点からなら昔の思い出を辿り、歩けるかもしれません。 

見てください！切断地点には質素な丸木ベンチが置けそうじゃないですか。 

そのうち←今倉山、芭蕉月待の湯→と道標が立ちそうですよ。今度簡素な道標を立に来ましょうか。 

爪先の痛みも少しずつこうじて来たようだし・・さあ、昨夜飲み残した小瓶のウイスキー、切断された尾根の両

側に少しだけかけてやって帰るとしましょう。 

菅野盛里線検証これにて完了。本当に長い間お付き合いありがとうございました。 



今日のGPS軌跡です 

 

追記： 切断地点から西ヶ原の台の廃小屋まで行ってみようと登

り始めると、絶対に誰とも会うはずなかろうと思っていたこの山

域でなんと二人のご婦人のパーティーに会いました。フル装備の

山支度からかなり山慣れた方だと拝察します。 

その方たちは北尾根が通しで歩けなくなってしまったことをご存

知なかったらしく、いたく残念がっておられました。 

気を取り直されたのか、まだ崩されたばかりの急斜面をものとも

せずヒョイヒョイとパラジマの頭の方へ登って行かれました。 

無事山行完了を祈ります。 

顔を消してしまいゴメンね！ 


